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 主教材の全 10 課のうち、4 課と 6 課をのぞいた 8 課分を使用している。12 週での実







ールの関係上 2トピック、全 4 コマと通常のおよそ半分の時間での実施となった。 
 
3.成果と今後の課題 
学生の評価は概ね良好であった。しかし、話し合い活動の円滑な進行や活性化の方法
が課題となった。例えば、お互いの発言内容がよく理解できない場合、対面時であれば
手元のシートを覗き込んでメモを読んだり、そうした振る舞いを見て相手が説明をし直
すことがあった。それによって大きな理解トラブルがなく円滑に話し合いは進められて
いた。しかし、Zoom 上ではそうした些細な振る舞いができないため、よく理解ができな
いままに話が進行してしまうようであった。解決策として、教師が発言中の学生のコメ
ントシートを画面共有し、他のメンバーは必要に応じて視覚的に確認することができる
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ようにしたり、活動開始前にお互いのコメントシートをチャットで送り合い、一通り目
を通す時間を設けることとした。さらに、教師が Zoom の画面上に存在することで、学
生同士の活発なやりとりのプレッシャーとなることも課題となった。これについては、
話し合いが始まったら教師はカメラオフにするなど、視覚的なプレッシャーをなるべく
与えないようにする対応をした。 
今度、オンライン授業を行う場合は、オンラインであることを活かした更なる改善が
求められる。例えば、課題を事前に LMS 上の掲示板に提出させ授業開始前に見ておくこ
とや、掲示板上で事前にやりとりをしておき、授業ではさらに発展させたディスカッシ
ョンを中心に行うこともできるだろう。 
 
